認定こども園訪問  様式３ 
令和８年度認定こども園訪問参考資料
                                         　　　　園名　　　　　　　　　　　　　

　１　園目標に向けた園運営について

　・園目標の具現化に向けた貴園の運営について、目指すこどもと保育者の姿からお書きください。

	園の教育・保育目標

	

	目指すこどもの姿

	・

・

・

	実態（よさや課題）

【記入時削除　補足】上記の姿を視点に貴園のこどもの実態を捉えてください。



	目指す保育者の姿

	・

・

・



	実態（よさや課題）

【記入時削除　補足】上記の姿を視点に貴園の保育者の実態を捉えてください。



	こどもや保育者の実態を踏まえた園運営の基本方針

	【記入時削除　補足】園の教育・保育目標（目指すこどもや保育者の姿）に向かい、こどもや保育者の実態を踏まえ、今年度、どのように園を運営していくか（しているか）、具体的な基本方針を

　お書きください。




２　令和８年度の県の重点に係る取組状況について

（１）教育･保育の質的向上を図る組織的･計画的なカリキュラム・マネジメントの推進
重点目標を具現化するための全職員による計画、実施、評価・改善の一層の充実 
・今年度の重点目標とその具現化に向けた具体的な方策、また、現在の推進状況（取組状況、評価・改善状況）をお書きください。
（重点目標の記入数：自園の目標数に合わせて調整）
	今年度の重点目標

	



	重点目標（最重点事項）
	具体的な方策

	【記入時削除　補足】自園の重点目標の中で、最も力を入れて取り組んでいるものについてお書きください。


	【記入時削除　補足】項番を振り、箇条書きで具体的にお書きください。（自園の方策に合わせて調整）

①

②

③


	推進状況（取組状況、評価・改善状況）

【記入時削除　補足】訪問日が６月など早い場合は、取組状況だけで結構ですが、評価・改善の機会をいつ、どのように行うのか、その見通しをお書きください。具体的な方策の項番に合わせてお書きください。




(２)生きる力の基礎を培う教育・保育の一層の充実

	◇育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点とした指導計画の工夫改善及び評価を生かした保育実践の推進　　　　　　　

	・乳幼児期に育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点として、どのように指導計画の工夫改善及び評価を生かして保育実践に取り組んでいるか、またその工夫についてお書きください。

	


   （３）乳幼児期の教育・保育と小学校教育の円滑な接続の推進               　
	乳幼児期の発達や学びの連続性を踏まえた連携・協働の充実

	・０～５歳児の発達や学びの連続性を十分に意識しながら教育・保育を展開するために、貴園で工夫していることをお書きください。

	

	・接続期の発達や学びの連続性を支える（※１）ために、園と小学校等のこどもの交流活動や教職員の連携（※２）を行う際に、貴園が工夫していることをお書きください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	


  ※１　接続期の発達や学びの連続性を支えることとは、「乳幼児期の教育・保育及び小学校教育で育まれてきているこどもの育ちと学びを双方の教育や保育に生かす」ことや、「乳幼児期の教育・保育で育まれてきたこどもの育ちと学びを小学校教育につなぐ」ことを指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※２　教職員の連携は、組織づくり、こどもの実態を踏まえた「育てたいこどもの姿」や指導の重点の共有、保育・授業研究会への参加、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとした育ちと学びの共通理解、指導要録等による就学前の情報交換、５歳児の年間指導計画やスタートカリキュラム作成への参加等によるカリキュラム改善、接続期の発達や学びの連続性を支えることにつながる架け橋期のカリキュラム作成等の取組を指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

行数や枚数等に制限はありません。分かりやすく御記入願います。
